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31）付図　De　dood　vervolgt　de　mensenkudde
La　mort　poursuivant　le　troupeau　des　humains
死，諸人をおそう
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41）　S．Mallarm6：＜Richard　Wagller＞o．c．　P．544
42）　S．MaHarm6：＜F1『ssoll　d㌔iver＞o．c．　P．271
43）　S・Mallarm6：＜Ses　purs　ongles　tres　haut　d6diant　leur　onyx．。．》o．c．P．271
44）　S．Mallam16：＜Tout、orgueil　fume－t－il　du　so廿…＞o．c．　P．73．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一S5） S．Malla㎜6：＜Toast fun6bre＞o．c．　p．54
46）　H．Charpentier：＜St6phane　Mallarm6＞P．46－，　P．234一
47）　S．Mallarm6：＜Les　Dieux　Antiques＞PP．134－135
呉茂一著「ギリシア神話」P．327＿328
J．Gengoux：＜Le　Symbolisme　de　Mallarm6》p．160一
ちなみに，amazoneとは語源学的には，　a＝privati£　mazone＝mamelle
（Littr6）である。
48）　S．MaUam16：＜Crise　de　Vers＞o．c．　P．3651
筆者の知り得る限りでは，個々の詩の解釈をなした研究書に，この「詩におけ
る内的モティーフ」の思考を顧り見るものがないようであるが，とりわけ，マ
ラルメの詩想においては，重視すべきであると思われる。
49）　S．Ma皿am16：＜Correspondance＞1，　P．161
「印象は次々連続し，…この印象はあの印象を伴い得るかどうか，それらの相
互関係及び効果はどうか等と自問しなければならない・」（1865年3月付，
（H．Caza恥宛）とある。
50）　マラルメがオルフェウスという語を使った二例を示すと，
①　CorreSPondance　ll，　P．301（1885年11月16日付ヴェルレーヌ宛の自
叙伝としての手紙）「世界のオルフェウス的解明，それが詩人の任務である・・」
②　「詩はホーマーの大さな錯誤以来，道を失った」と語り，ホーマー以前に
何があったかとの問いに，「オルフェウスです。」と答えた。
（H．Mondor：＜La　vie　de　Mallarm6》p．683）
ちなみに，マラルメがオルフェウスという語を使ったのは，上記二例以外に
は，1＜Les　Dieux　Antiques＞でW．　Coxの翻訳として，とくProse　de
Jeullesse＞でnotre　ai6u10rph6e（o．c．　p．265）のみであるらしい。（こ
の限定に関しては，J．　Austin：＜Mallarm6　et　le　mythe　d’Orphεe》P．171
参照）
51）S．MaUam6：＜Rich肛d　Wagner》o．c．　p．544
52）　　Ibid．，　o．c．　PP．544－545
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53）　　Ibid．，　o．c．　P．545
54）　ちなみに，＜Les　Dieux　Antiques＞の付録のくPoemes　Mythologiques
Modemes＞に彼のnoteがあり（P．281）・そこに，偉大な詩人が，神話の」巡
を霊感によって生き返らせ若返らせていること・その意味において，神話（＝le
culte　sph幽ituel　de　la　race）は決して死んでいないことが述べられている・・
55）S．Mana㎜6：＜Les　Dieux　Antiques》P．86
呉茂一著「ギリシア神話」P．112＿127
56）　S．Ma皿arm6：＜Correspondance＞1，　P．243（1867年5月14日付，　H．
カザリス宛）
57）　S．Mallarm6：＜Frissoll　d㌔iver》o．c．　p．271
本文中，「（一つの）裸身の幻影」とは，その前に「一人以上の女がこの水
（姿見）の中に，その美の罪業を浴みさせた」に呼応する。
58）　S．MaUarm6：＜CorreSpondallce＞1，　p．233（1867年5月付一Eコペエ
宛）Eコペエは，1865年（マラルメ23才）12月14日，デ・ゼッサールに紹
介されC．マンデスの部屋で会った詩人・（マラルメ年譜p．383）
59）　S．MaUarm6：＜Correspondance》II，　P．303（ヴェルレーヌ宛の自叙伝
としての手紙）
60）本論第三章第二節参照。
61）　S．Mallarm6：＜La　musque　et　les　lettres》o．　c．　P．647
62）註52）参照
63）ちなみにPo6tiqueはギリシア語の原義で，創造的という意味であり，マラ
ルメ自身，62）の引用文に続いてinverteurとさらにつけ加えている。
（A・Bailly，　Dictionnaire　Grec－Frangais，　Hachette，　Pahs，1928）
64）　S．Mallarm6：＜Crise　de　Vers》o．c．　P．368
鈴木信太郎著「フランス詩法」上巻
65）　S．Mallarm6：＜Correspondance》1，　p．207，1866年4月付，且カザリ
ス宛の手紙。
66）　S．Mallarm6：＜Crise　de　Vers＞αc．　P．365
67）　S．Mallarm6：＜Crise　de　Vers＞o．c．　P．368
68）Ibid．，　P．364
69）Ibid．，　P．368
70）　Ibid．，　p．366（詩人が消え，詩に主導権が渡された際の詩の内部状態の説
一73一
明の部分である。）
71）　S．Mallarm6：＜La　musique　et　les　lettres》o．c．　p．647
72）註61）参照
73）　S．Mallarm6：＜Correspondance＞II，　p．301（1885年11月16日付，
ヴェルレーヌ宛1（これは，r書物』の定義でもある。）
74）　S．Mallarm6：＜Correspondance＞Ii，　p．266
これは，1884年6月27日付，L60　d’Orfer宛の手紙で，求められた語の
定義に対するマラルメの答えである。
75）　S．Mallarm6：＜Correspondance＞III，　P．73
イタリアにおけるフランス象徴詩派の第一人者と言われるVittorio　Pica宛，
1886年11月27日付，これと同文が，＜Sur　Th6atre＞（o．c．　p．73）にある。
76）　S．Mallqrm6：＜La　musique　et　les　lettres》o．c．　p．645
77）　M．Blanchot：＜te　livre　a　venir＞P．290参照。
78）　S．Mallarm6：＜Quant　au　Livre》o．c．　P．370
7g）　S．　Mallarm6：＜Correspondance》II，　pp。301－302　1885年11月16
日付，ヴェルレーヌ宛）
80）　これは，彼が元来徹底的イデァリストであったこと，そして彼がイデアリズ
ムとは追い求めて得られぬフーガやソナタ形式に他ならぬと認識していること
（＜Crise　de　Vers＞o．c．　P．365）また，ランガーの定義より，相対立する二
契機による終りない止揚である芸術の未完成性等の思考と関わるであろう。
81）　S．Mllarm6＜correspondance》II，　p．303
82）　マラルメがくProse　pour　des　Esseintes》（o．c．　P．55）を贈ったとされて
いるデ・ゼッサント，世紀末デカダンス文学の聖書とされているユイスマンス
の「逆しまに」ρ主人公，架空の唯美主義者デ・ゼッサントが，マラルメを熱愛
し，また彼の部屋にルドンの絵があったことから，マラルメとルドンの関係を一
探求すると，マラルメの次の手紙が発見される。「我が親しい友よ，あなたは，
物音絶えた静寂の中にr夢』とr夜』との翼をうちふるわせます。…あなたの
創意は，デッサンの場合と同じように深遠なものを持っている・」（1891年11
月10日）これは，ルドンから石版画集『夢』を贈られたマラルメの返礼である。
この画家ルドンは，前に見たアンソールや，マラルメと親しくその肖像も描いた
ムンク等と共に，生の直感的把握を追求した世紀末の幻想芸術家であるが，た
とえば彼は，吠陀，仏教の世界を知りその作風は典雅で東洋的であると言われ
一74一
ている。（高階秀爾著「世紀末芸術」参照）
83）小林太市郎著「マラルメの詩論」「芸術の理解のために」辰野隆著「仏蘭西
文学」上，P．125，西脇順三郎著「詩学」参照。
「私達の（詩の）偶然の一致に気付きました。この旋律は，言わば支邦の墨で
描いたような細い線です・外見上の不動も極度の振動によって作られているか
ら魅力をもつ。」との1868年4月20日，　　F．・コペエ宛の手紙　（＜Co・
rrespondance》1，　p．270）は，今これについての詳述を避けざるを得ないが
きわめて興味深い。さらに，西脇順三郎著「詩学」，フリードリッヒ「近代詩
の構造」に偉大な知性が，しばしばそうであるように，マラルメにおける一種
の譜諺性を，モーロンの言葉も引用して指摘しているが，この譜誌性，必然的
にambivalenceとして極度の真剣さ，科学的論理性をも求めるであろう譜誰性
及び自己戯画化は，卓抜した精神の一種の強靱さとして，マラルメにおいて処々
に見られ，感じられるものであり，この精神の軽重もまた，今後の一考に価し得
ると思われる。
84）高階秀爾著「世紀末芸術」p．92，p．160
85）前半S・Mallarm6：＜Richard　Wagner＞o．　c．　P．646
後半＆Mallarm6：＜La砕usique　et　les　lettres＞o．　c．　P．546
前後で引用箇所が異なるが，共に文芸に対する根本的な問いかけから，全く
同様の調子でそれへの態度を語っているので並置した。
86）　フリードリッヒ著「近代詩の構造」p．174
M・ジウール著「現代絵画」P．93等参照。
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付記
ランガーは，音楽や造形美術のような文芸以外の芸術的表現ののもつ美的意味を
　　　　　　　　　　　　　・ｾ語的表現の場合と類比的に研究した。（Ph丑osophy　in　a　new　key・1942・Fe一
eling　and　form，1953）芸術は一般に「感覚的な存在形式をもった象徴であって，
感覚的素材を複合的に組み合わせた分節的形態をなし・その形態的構成の型によっ
て感情的意味を表現する」のであるが，クローチェに見られるような直接的に表現
される感情を拒否して，これを「媒材」の知的構成によって非感性化するところに・
ランガーの表現理論の意味論的特性が見出される。
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